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ル
タ
ー

の
聖
書
講
義
録
‐

竹
原
創

一

宗
教
改
革
と
人
文
主
義

宗
教
改
革
者

マ
ル
テ
イ
ン
・
ル
タ
ー

（
一
四
八
三
―
一
五
四
六
年
）
の
重
要
な
は
た
ら
き
の
ひ
と

つ

は
ド
イ
ツ
の
ヴ
イ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
大
学
神
学
部
に
お
け
る
聖
書
講
義
で
あ

っ
た
。
彼
は

一
五

一
二
年

一
〇
月
に
同
大
学
で
神
学
博
士
と
な
る
と
と
も
に
同
大
学
神
学
部
教
授
と
な
り
、
翌

一
五

一
三
年
五

月
か
ら
、
死
の
三
箇
月
前
の

一
五
四
五
年

一
一
月
ま
で
三
二
年
間
、
途
中
で
審
問
や
病
の
た
め
に
中

断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
以
外
は

一
貫
し
て
聖
書
講
義
を
続
け
て
い
た
。
彼
の
聖
書
講
義
は
当
時
盛
ん

で
あ

っ
た
人
文
主
義
の
学
問
の
諸
成
果

［図
版
１
、
図
版
２
、
図
版
３
、
図
版
４
〕
を
踏
ま
え
、
文

献
と
し
て
の
聖
書
を
原
典
か
ら
理
解
し
、
そ
の
神
学
的
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ

の
方
法
と
内
容
は
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
、
講
義
が
進
め
ら
れ
る
中
で
彼
独
自
の
も
の
へ
変
革

＊
１
　
本
論
は

『
キ
リ
ス
ト

教
学
』
第

四
七
号

（立
教
大
学

キ
リ

ス
ト
教
学
会

二
〇
〇

五
年

一
二
月

発
行
）
所
収
拙
論

「
ル
タ
ー
の

初
期
講
義
録
に
つ
い
て
」
に

加
筆
し
図
版
を
添
え
た
も
の

で
あ
る
。
な
お
本
論
で
の
略

記
方
法
は
、
ル
タ
ー
全
集
ワ

イ

マ
ー
ル
版
を
く
＞
、
フ
イ

マ
ー
ル
書
簡
版
を
く
一６
【、
ワ

イ
マ
ー
ル
・
ア
ル
ヒ
ー
フ
版

を
＞
寒
＞
で
示
し
、
続
く
数

字
で
、
巻
、
頁
、
行
を
示
す
。

ま
た
詩
編
の
編
数
は
、
ウ
ル

ガ
タ
聖
書
と

ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖

書
の
間
で
、
第
九
編
か
ら
第

一
四
七
編
ま
で
編
数
に
ず
れ

が
あ
る
が
、
本
論
で
は
ル
タ
ー

が
あ
げ
て
い
る
ウ
ル
ガ
タ
聖

書
の
編
数
を
記
す
。

＊
２
　
そ
の
成
果
の
う
ち
ル

タ
ー
が
用
い
た
文
献
を
図
版

と
と
も
に
次
に
示
す
。
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図版 1 ニコラウス・

デ・ リラ『注解付き

聖書』(1498年、フロー

ベン発行、チューリヒ大

学図書館蔵マイクロフィ

ルム)

図版 2 フアベル・

シュタピュレンシス

『五重詩編』(1513年、

フアクシミリ版)
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さ
れ
て
い
っ
た
。
彼
の
改
革
思
想
は
聖
書
講
義
を
と
お
し
て
形
成
さ
れ
た
が
、
聖
書
講
義
の
方
法
と

内
容
も
改
革
的
で
あ

っ
た
。　
一
五

一
三
年
の
講
義
開
始
か
ら

一
五
二

一
年
の
ヴ
オ
ル
ム
ス
審
間
に
よ

る
講
義
中
断
ま
で
の

一
連
の
聖
書
講
義
、
す
な
わ
ち
第

一
回
詩
編
講
義

（
一
五
一
三
―
一
五
年
）、

ロ
ー

マ
書
講
義
（
一
五
一
五
―
一
六
年
）、
ガ
ラ
テ
ヤ
書
講
義
（
一
五
一
六
―
一
七
年
）、
ヘ
ブ
ラ
イ
書
講
義
（
一
五
一
七

―
一
八
年
）、
第
二
回
詩
編
講
義

（
一
五
一
九
―
二
一
年
）
に
お
い
て
、
彼
の
改
革
思
想
は
模
索
さ
れ
、

見
出
さ
れ
、
確
定
さ
れ
て
い
つ
た
。
宗
教
改
革
の
歴
史
的
発
端
と
さ
れ
る
『九
二
箇
条
提
題
』
（
一
五
一
七

年
）
は
こ
の
間
の
出
来
事
で
あ
り
、
宗
教
改
革
的
認
識
と
さ
れ
る

「受
動
的
神
の
義
」
の
発
見
も
こ

の
間
に
起
こ
つ
た
。
そ
の
間
の
経
緯
を
彼
は
最
晩
年
の
回
想
文
で
印
象
深
く
述
べ
て
い
る

（
一
五
四
五

年
二
月
発
行
の
ヴ
イ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
版
ラ
テ
ン
語
ル
タ
ー
全
集
第
一
巻
へ
の
彼
自
身
に
よ
る
序
文
）。
そ
の

一
連
の

講
義
録
が
様
々
な
形
で
今
日
ま
で
残
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
も
の
は
彼
の
自
筆
原
稿
、
あ
る
も
の
は
学

生
の
筆
記
録
、
あ
る
も
の
は
彼
の
秘
書
に
よ
る
筆
写
、
あ
る
も
の
は
印
刷
さ
れ
て
出
版
さ
れ
た
も
の

（そ
の
中
に
は
分
冊
と
合
冊
本
と
が
あ
り
、
ま
た
講
義
前
に
出
版
さ
れ
た
も
の
と
講
義
後
に
出
版
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、

彼
自
身
の
意
図
に
よ
っ
て
生
前
に
出
版
さ
れ
た
も
の
と
、
意
図
さ
れ
ず
死
後
に
出
版
さ
れ
た
も
の
と
が
あ
る
）
と
し

て
現
存
す
る
。
そ
れ
ら
の
保
管
場
所
は
た
い
て
い
ド
イ
ツ
の
図
書
館
で
あ
る
が
、
と
き
に
は
ル
タ
ー

が
対
決
し
た

ロ
ー
マ
教
皇
の
膝
元
の
ヴ

ア
テ
イ
カ
ン
図
書
館
の
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
第
二
次
世
界
大

戦
中
に
行
方
不
明
に
な

っ
た
資
料
も
あ
る
。

＊
３
　
行
方

不
明

に
な

っ
た
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本
論
で
は
、　
一
五

一
三
年
の
講
義
開
始
か
ら

一
五
二

一
年
の
講
義
中
断

へ
至
る

一
連
の
聖
書
講
義

を
ル
タ
ー
の
改
革
思
想
の
形
成
過
程
を
示
す
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
、
そ
の
過
程
に
お
け
る
そ
れ
ぞ

れ
の
講
義
録
の
形
と
意
味
を
考
察
す
る
。
と
く
に
講
義
録
が
出
版
さ
れ
て
い
た
か
否
か
は
、
彼
の
思

想
の
完
成
度
の
指
標
と
し
て
、
ま
た
周
囲

へ
の
影
響
力
の
指
標
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

彼
は
周
囲
か
ら
講
義
録
の
出
版
を
求
め
ら
れ
、
ま
た
み
ず
か
ら
も
出
版
の
重
要
性
を
十
分
認
識
し
な

が
ら
、
初
期
に
お
い
て
は
講
義
録
の
出
版
に
対
し
消
極
的
で
あ

つ
た
。
し
か
し

一
五

一
九
年
二
月
の

『第
二
回
詩
編
講
義
』
の
出
版
を
転
機
と
し
て
、
そ
れ
以
降
講
義
録
の
出
版
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
第
二
回
詩
編
講
義
は
、　
一
連
の
聖
書
講
義
の
総
括
お
よ
び
新
し
い
進
展
と

し
て
特
別
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
。

第

一
回
詩
編
講
義

第

一
回
詩
編
講
義
は
ル
タ
ー
が
神
学
部
教
授
と
し
て
最
初
に
行

っ
た
講
義
と
し
て
重
要
な
意
味
を

も
つ
。
そ
の
開
始
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
彼
が

一
五

一
二
年

一
〇
月
に
ヴ
イ
ツ
テ
ン
ベ
ル
ク
大
学
で

神
学
博
士
お
よ
び
神
学
部
教
授
に
な

っ
た
翌
年

一
五

一
三
年
の
あ
る
時
期
と
考
え
ら
れ
る
が
、
厳
密

重
要
資
料
と
し
て
、
ル
タ
ー

の
第

一
回
詩
編
講
義
の
準
備

資
料
で
あ

つ
た

『
フ
ア
ベ
ル

の
五
重
詩
編

へ
の
注
記
』
が

あ
げ
ら
れ
る
。
ル
タ
ー
自
筆

の
こ
の
資
料
は

一
八
八
五
年

一
〇
月
二

一
日
に
発
見
さ
れ
、

第

二
次
世
界
大
戦
開
始
ま
で

ド
レ
ス
デ

ン
の
ザ
ク
セ
ン
州

立
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い

た
が
、
大
戦
後
行
方
不
明
に

な

っ
て
い
る
。
た
だ
し
最
初

の
発
見
直
後
の

一
八
八
六
年

に
自
筆
の
も
の
が
印
刷
さ
れ

て
フ
イ

マ
ー
ル
版

ル
タ
ー
全

集
第
四
巻
に
収
め
ら
れ
た
の

で
、
そ
の
印
刷
版
は
今
日
も

入
手
し
う
る
。
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な
月
日
は
残
さ
れ
た
資
料
か
ら
は
確
定
さ
れ
え
な
い
。
開
始
時
期
に
つ
い
て
は
三
つ
説
が
あ
り
、
ひ

と
つ
は
講
義
用
資
料
と
し
て
印
刷
さ
れ
た
詩
編
本
文
の
印
刷
完
了
日

（
一
五
一
三
年
七
月
八
日
）
か
ら

推
定
さ
れ
た
八
月

一
六
日
説
で
あ
る
。
当
時
の
暦
に
よ
れ
ば
、
八
月

一
五
日
ま
で
盛
夏
祭
の
休
日

（フ

ン
ツ
タ
ー
ク
ス
フ
ェ
ー
リ
エ
ン
）
で
あ
り
、
八
月

一
六
日
は
夏
学
期
中
の
講
義
の
再
開
日
で
あ

っ
た
。
そ

れ
ゆ
え
印
刷
完
了
日
以
後
で
、
休
日
開
け
の
講
義
日
八
月

一
六
日
が
有
力
視
さ
れ
て
き
た
。
ハ
イ
ン

リ
ッ
ヒ

・
ベ
ー
マ
ー
は
開
始
時
刻
ま
で
朝
六
時
と
特
定
し
て
い
る

（ベ
ー
マ
ー

『
ル
タ
ー
の
最
初
の
講
義
』

五
頁
）。
こ
れ
に
対
し
グ
ル
ハ
ル
ト

・
ハ
マ
ー
は
、
当
時
の
印
刷
術
か
ら
す
れ
ば
、
と
く
に
ヴ
イ
ッ
テ

ン
ベ
ル
ク
大
学
専
属
の
印
刷
業
者
ヨ
ハ
ネ
ス
・
グ
ル
ー
ネ
ン
ベ
ル
ク
が
小
規
模
な
印
刷
業
者
で
あ

っ

た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
二
〇
〇
頁
に
も
お
よ
ぶ
大
部
な
講
義
用
詩
編
全

一
五
〇
編
の
本
文
が

一
挙
に

印
刷
さ
れ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
当
時

一
般
的
で
あ

つ
た
よ
う
に
分
冊
で
出
版
さ
れ
た
可
能
性

が
あ
り
、
そ
う
で
あ
れ
ば
全
体
の
印
刷
が
完
了
し
た
日
付
以
前
に
も
分
冊
を
も
つ
て
す
で
に
詩
編
講

義
は
始
め
ら
れ
て
い
た
と
推
察
す
る
。
何
よ
り
も
学
期
の
途
中
か
ら
講
義
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
は
不

自
然
で
あ
る
と
し
て
、
結
局

一
五

一
三
年
夏
学
期
開
始
日
の
二
月

一
日
が
ル
タ
ー
の
講
義
の
開
始
日

で
あ
る
と
推
定
す
る

（
ハ
マ
ー
、
ヽ
く
＞
Ｆ
じ

。
ル
タ
ー
の
詳
細
な
伝
記
を
書
い
た

マ
ル
テ
イ
ン
・
ブ
レ

ヒ
ト
は
、
ル
タ
ー
が

一
五

一
二
年

一
〇
月
に
神
学
博
士
に
な

っ
た
後
も
な
お
講
義
開
始
ま
で
に
相
当

長
い
準
備
期
間
を
要
し
た
と
し
て
、
第

一
回
詩
編
講
義
の
開
始
を
詩
編
本
文
印
刷
後
の

一
五

一
三
／

116



一
四
年
冬
学
期
か
ら
と
推
定
す
る

（ブ
レ
ヒ
ト

『
マ
ル
テ
イ
ン
・
ル
タ
ー
』
第

一
巻

一
二
八
頁
）
。
こ
れ
ら
の

推
定
を
考
慮
し
な
が
ら
、
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト

・
シ

ュ
ヴ

ア
ル
ツ
は
講
義
の
開
始
日
を
春

（
一
五
一
三
年
夏

学
期
開
始
時
）
か
秋

（
一
五
一
三
／

一
四
冬
学
期
開
始
時
）
の
い
ず
れ
か
と
し
て
断
定
を
避
け
て
い
る

（シ
ュ

ヴ
ア
ル
ツ

『
ル
タ
ー
』
二
六
頁
）。
終
了
時
期
は
後
続
す
る

ロ
ー

マ
書
講
義

の
開
始
時
期
と
の
関
連

で

一
五

一
四
／

一
五
年
冬
学
期
と
さ
れ
る
。

第

一
回
詩
編
講
義
の
主
要
な
資
料
と
し
て
、
中
世
の
大
学
に
お
け
る
聖
書
講
義
の
伝
統
に
し
た

が

っ
て
、
、グ

ロ
ッ
セ

（聖
書
本
文
の
行
間
お
よ
び
欄
外
に
記
さ
れ
た
、
文
法
的
お
よ
び
神
学
的
語
句
説
明
か
ら
な

る
）
と
ス
コ
リ

エ

（聖
書
本
文
の
各
節
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
神
学
的
解
説
文
か
ら
な
る
）
と
が
あ
る
。　
こ
の

伝
統
的
な
区
分
は
、
第

一
回
詩
編
講
義
か
ら

ヘ
ブ
ラ
イ
書
講
義
ま
で
続
い
た
が
、
第
二
回
詩
編
講
義

か
ら
は
グ

ロ
ツ
セ
と
ス
コ
リ
エ
が
統
合
さ
れ
る
形
で
払
拭
さ
れ
た
。

グ
ロ
ッ
セ

［図
版
５
、
図
版
‘
］

北
ド
イ
ツ
の
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ユ
ヴ
ア
イ
ク
の
町
ヴ
オ
ル
フ
エ
ン
ビ
ユ
ツ
テ
ル
の
図
書
館
に
保
存
さ
れ

て
い
る
ゆ
え
に

「ヴ
オ
ル
フ
エ
ン
ビ
ユ
ツ
テ
ル
の
グ
ロ
ツ
セ
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ル
タ
ー
自
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身
の
手
書
き
に
よ
る
グ

ロ
ッ
セ
た
だ

一
冊
が
残
存
し
て
い
る
だ
け
で
、
学
生
に
よ
る
筆
記
録
は
見
出

さ
れ
て
い
な
い
。
講
義
者
の
準
備
の
書
き
込
み
と
聴
講
者
の
書
き
取
り
が
し
や
す
い
よ
う
に
欄
外
と

行
間
を
広
く
あ
け
て
印
刷
さ
れ
た
詩
編
本
文
を
基
に
、
そ
こ
に
書
き
込
ま
れ
た
欄
外
注
と
行
間
注
か

ら
当
グ

ロ
ッ
セ
は
な
る
。
ル
タ
ー
は
グ

ロ
ツ
セ
を
書
き
込
む
に
先
立

っ
て
、
ラ
テ
ン
語
訳
詩
編
本
文

を
、
当
時
の
人
文
主
義
の
学
問
的
成
果
を
取
り
入
れ
て
み
ず
か
ら
確
定
し
た
。
ま
た
彼
は
各
詩
編
本

文
に
彼
独
自
の
解
釈
に
基
づ
く
要
約
と
本
文
の
第

一
節
に
よ
る
表
題
を
付
し
、
さ
ら
に
詩
編
本
文
全

体
の
冒
頭
に

「ダ
ビ
デ
の
詩
編

へ
、
神
の
子
ま
た
わ
れ
わ
れ
の
主
イ
エ
ス
。
キ
リ
ス
ト
の
序
文
」
を

付
し
た
。
こ
れ
ら
要
約
と
表
題
と
序
文
を
伴
な

っ
た
ラ
テ
ン
語
訳
詩
編
本
文
を
、
彼
は
ヴ
イ
ツ
テ
ン

ベ
ル
ク
の
印
刷
業
者
ヨ
ハ
ネ
ス
・
グ
ル
ー
ネ
ン
ベ
ル
ク
に
印
刷
さ
せ
た
。
そ
こ
で
印
刷
さ
れ
た
詩
編

本
文
は

「ヴ
イ
ツ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
印
刷
詩
編
」
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
印
刷
本
の
末
尾
に
は
、
「完
。

ヨ
ハ
ネ
ス
・
グ
ル
ー
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
ヴ
イ
ツ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
印
刷
所
で
。　
一
五

一
三
年
七
月
八
日
。

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
派
修
道
会
の
も
と
で
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

「ヴ
オ
ル
フ
エ
ン
ビ

ユ
ツ
テ
ル
の
グ

ロ
ツ
セ
」
に
お
い
て
、
第

一
編
と
第
二
編
は
欠
如
し
て
い
る
。

ま
た
第
二
編
の
要
約
と
表
題
も
欠
如
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
第
四
編
か
ら
以
降
が
原
則
ど
お
り
の
グ

ロ
ツ
セ
と
な

っ
て
い
る
。
本
文
全
体
の
冒
頭
の

「イ
エ
ス

・
キ
リ
ス
ト
の
序
文
」
に
ル
タ
ー
の
手
書

き
の
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
当
グ
ロ
ッ
セ
の
裏
表
紙
に
、
グ
ロ
ッ
セ
全
体
の
原
則
が
、
ル
タ
ー

I18
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自
身
の
手
書
き
に
よ

っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
原
則
に
よ
れ
ば
、
詩
編
は

「霊
に
よ

つ
て
も
理
性

に
よ
つ
て
も
」
歌
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
る
。
グ

ロ
ッ
セ
に
お
い
て
は
ま
ず
詩
編
本
文

の
文
字
的
文
法
的
意
味
の
確
定
が
行
わ
れ
る
が
、
詩
編
を
真
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
「イ
ェ
ス
・

キ
リ
ス
ト
の
序
文
」
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
詩
編
を
キ
リ
ス
ト
論
的
に
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
よ
う
に
詩
編
を
旧
約
の
歴
史
的
文
書
と
し
て
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、
キ
リ
ス
ト
の
預

言
書
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
原
則
と
し
て
指
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
解
は
、
実
際
の
各
詩
編
の

要
約
お
よ
び
語
句
の
注
解
に
お
い
て
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

な
お
当
グ

ロ
ッ
セ
が
ル
タ
ー
の
手
を
離
れ
て
今
日
ヴ
オ
ル
フ
エ
ン
ビ

ユ
ツ
テ
ル
の
図
書
館
に
収
ま

る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
、
ル
タ
ー
よ
り
後
代
の
同
グ

ロ
ツ
セ

ヘ
の
書
き
込
み
の
判
読
に
よ
つ
て
、

次
の
よ
う
な
推
察
が
な
さ
れ
て
い
る

（く
＞
ご
卜
Ｈ≦
【‐ｒ粟
）。　
一
五
四
二
年
夏
、
晩
年
の
ル
タ
ー
か
ら
、

長
ら
く
親
交
の
あ

っ
た
ヤ
コ
ブ

・
プ
ロ
プ
ス
ト

ヘ
、
親
交
の
記
念
と
し
て
、
こ
の
グ

ロ
ッ
セ
が
贈
呈

さ
れ
た
。
そ
の
後
プ

ロ
プ
ス
ト
は
そ
れ
を
さ
ら
に
自
分
の
友
人
ハ
ン
ス
・
フ
オ
ン
・
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ

ム

（本
名
フ
ン
デ
マ
ン
、
出
身
地
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
に
ち
な
ん
で
呼
ば
れ
る
。
く
＞
ご
Ｌ
・ｒ只
）
に
贈
相呈
し
た
。
と

こ
ろ
で
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
の
友
人
で
ル
タ
ー
派
神
学
者
で
あ

っ
た
テ
イ
レ
マ
ン
・
ヘ
ス
フ
シ
ウ
ス
は
、

ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
の
た
め
に
、
ル
タ
ー
の
原
本
で
は
欠
如
し
て
い
た
詩
編
第

一
編
と
第
二
編
の
グ

ロ
ツ
セ
を
み
ず
か
ら
書
き
入
れ
て
補
充
し
た
。
現
在
の
ヴ
オ
ル
フ
エ
ン
ビ

ユ
ツ
テ
ル
詩
編
は
こ
の
補



充
部
分
を
含
ん
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。

一
六
四
〇
年
ご
ろ
ヴ
オ
ル
フ
エ
ン
ビ

ュ
ツ
テ
ル
の
ア
ウ
グ
ス
ト
公
爵
に
よ
つ
て
ル
タ
ー
の
第

一
回

詩
編
講
義
の
グ

ロ
ッ
セ
が
獲
得
さ
れ
、
彼
の
図
書
館
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た

（く
＞
ご
卜

［Ｘ
）。

一
七
四
三
年
に

一
時
こ
の
グ

ロ
ツ
セ
が
ハ
レ
ヘ
貸
し
出
さ
れ
、
そ
こ
で
牧
師
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ｏ
エ
バ
ー

ハ
ル
ト

ー
フ
ン
バ
ツ
ハ
に
よ
っ
て
ラ
テ
ン
語
か
ら
ド
イ
ツ
語

へ
翻
訳
さ
れ
て
、
ヴ

ア
ル
ヒ
版
と
し
て

出
版
さ
れ
た
。　
一
七
五
三
年
に
は
再
び
ハ
レ
か
ら
ヴ
オ
ル
フ
エ
ン
ビ

ユ
ツ
テ
ル
ヘ
戻
さ
れ
た
が
、
す

べ
て
の
冊
子
は
戻
ら
な
い
ま
ま

一
部
行
方
不
明
で
あ

っ
た
が
、　
一
九
五
五
年
六
月
八
日
ま
で
に
す
べ

て
の
冊
子
が
復
帰
し
た

（超
＞
ご
Ｌ
卜
凶
じ
。
そ
の
フ
ア
ク
シ
ミ
リ
版
が
ル
タ
ー
生
誕
五
〇
〇
年
記
念
の

年

一
九
八
三
年
に
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
印
刷
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
版
ル
タ
ー
全
集

の
第
二
巻

（
一
八
八
五
年
）
と
第
四
巻

（
一
八
八
六
年
）
に
グ

ロ
ッ
セ
と
ス
コ
リ
エ
が
並
ん
で
収
め
ら
れ

て
い
る
。
ワ
イ
マ
ー
ル
版
の
校
訂
新
版
が
ワ
イ
マ
ー
ル
版
第
五
五
巻
第

一
部
と
し
て
グ

ロ
ッ
セ
だ
け

が
ま
と
め
ら
れ
て

一
九
九
二
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る

（く
＞
ご
Ｌ
）。
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ス
コ
リ
エ

［
図
版
７
］

ド
レ
ス
デ
ン
に
あ
る
ザ
ク
セ
ン

州
立
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る

ル
タ
ー
の
第

一
回
詩
編
講
義
の
ス

コ
リ
エ
原
稿
は
、
そ
の
保
管
地
名

に
ち
な
ん
で

「ド
レ
ス
デ
ン
の
ス

コ
リ
エ
冊
子
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

「ヴ
オ
ル
フ

エ
ン
ビ

ユ
ツ
テ
ル
の

グ

ロ
ツ
セ
」
と
同
様
、
ス
コ
リ
エ

も
ル
タ
ー
自
筆
に
よ
る

一
冊
が
残

存
す
る
だ
け
で
、
学
生
の
筆
記
録

は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
ス
コ
リ
エ
冊
子
は
実
際
に

行
わ
れ
た
第

一
回
詩
編
講
義
当
初

図版 7 マルテイン。ルター『第一回詩編講義』スコリエ (1513-15年、ルター直筆

ドレスデンのザクセン州立図書館蔵、日所康氏撮影)
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の
原
稿
の
ま
ま
で
は
な
く
、
講
義
後
何
ら
か
の
理
由
で
抜
き
取
ら
れ
た
り
、
差
し
換
え
ら
れ
た
り

し
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
紙
の
透
か
し
紋
様
や
イ
ン
ク
の
濃
さ
の
変
化
か
ら
も
推
察
さ
れ

る
。
第

一
編
と
第
四
編
の
ス
コ
リ
エ
の
大
部
分
は
、
紙
の
透
か
し
紋
様
が
他
の
詩
編
の
ス
コ
リ
エ
部

分
と
相
違
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
こ
だ
け
注
解
が
特
別
詳
細
に
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
後

年
書
き
直
さ
れ
て
差
し
換
え
ら
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
第
二
編
の
ス
コ
リ
エ
は
欠
如
し
、
第
六

編
も
後
年
の
も
の
し
か
残
存
し
な
い
。
ま
た
第
二
編
は
第
九
節
以
降
、
第
五
編
は
第
五
節
以
降
の
み

の
ス
コ
リ
エ
し
か
残
存
せ
ず
、
全
節
の
ス
コ
リ
エ
が
講
ぜ
ら
れ
た
か
否
か
は
確
認
さ
れ
な
い
。
と
く

に
大
き
な
ス
コ
リ
エ
部
分
の
欠
如
は
、
第

一
九
編
か
ら
第
二
五
編
ま
で

（厳
密
に
は
第
一
八
編
末
尾
か
ら

第
二
六
編
冒
頭
ま
で
を
含
む
紙
一
帖
分
）
が
す

っ
か
り
欠
落
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

ル
タ
ー
が
ヴ
オ
ル
ム
ス
国
会

へ
召
喚
さ
れ
た
た
め
に
第
二
回
詩
編
講
義
が
詩
編
第
二

一
編
ま
で
で
中

断
し
た
後
、
彼
が
ヴ

ア
ル
ト
ブ
ル
ク
城
に
匿
わ
れ
て
い
た
間
に
第
二
二
編
以
降
の
注
解
を
続
け
よ
う

と
し
て
、
第

一
回
詩
編
講
義
の
ス
コ
リ
エ
の
そ
の
部
分
を
含
む
紙

一
帖
分
を
抜
き
取
ら
せ
て
ヴ
ア
ル

ト
ブ
ル
ク
城

へ
送
ら
せ
た
が
、
そ
の
途
中
で
失
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
が
な
さ
れ
て
い

る

（＞
て
＞
Ｆ
いい〕＞
蕉
西
Ｌ
Ｎ
）。
ま
た
ス
コ
リ
エ
が
第

一
二
五
編
ま
で
で
終
了
し
て
い
る
が
、
第

一
二
六

編
か
ら
第

一
五
〇
編
ま
で
は
グ

ロ
ッ
セ
だ
け
が
講
じ
ら
れ
、
ス
コ
リ
エ
は
講
じ
ら
れ
な
か
つ
た
の
か

も
知
れ
な
い
。
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第

一
回
詩
編
講
義
に
は
学
生
に
よ
る
筆
記
録
が
な
い
の
で
ル
タ
ー
の
講
義
原
稿
と
実
際
に
講
じ

ら
れ
た
も
の
を
較
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
ル
タ
ー
の
講
義
原
稿
と
学
生
の
筆
記
録
の
両
方
が
残

存
す
る
ロ
ー
マ
書
講
義
を
基
に
判
断
す
る
と
、
ル
タ
ー
の
講
義
原
稿
の
う
ち
、
グ

ロ
ッ
セ
の
ほ
ぼ
全

部
と
、
ス
コ
リ
エ
の
約
四
分
の
三
が
講
じ
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る

（＞
て
ま
し
い）。
し
か
し
ハ

イ
ン
リ
ヒ

・
ベ
ー
マ
ー
の
判
断
に
よ
れ
ば
、
ル
タ
ー
が
第

一
回
詩
編
講
義
の
た
め
に
記
し
た
ス
コ
リ

エ
を
早
口
で
読
み
上
げ
て
も
、
二
年
間
で
は
そ
の
講
義
は
終
了
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
る

（ベ
ー
マ
ー

『ル
タ
ー
の
最
初
の
講
義
』
二
八
頁
）。

第

一
回
詩
編
講
義
の
ス
コ
リ
エ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第

一
編
の
ス
コ
リ
エ
の
後
に
聴
講
者

へ
向

け
た
序
文
が
続
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
序
文
に
よ
れ
ば
彼
が
ヴ
イ
ツ
テ
ン
ベ
ル
ク
大
学
神
学
部
で
聖

書
講
義
を
す
る
よ
う
に
と
の

「命
令
」
（大
学
設
立
者
で
あ
る
ザ
ク
セ
ン
侯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
、
ま
た
は
同
講
義
の

前
任
者
で
あ
る
シ
ュ
タ
ウ
ピ
ツ
ツ
の
命
令
）
を
受
け
て
講
義
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
「な
お
自
分
が
詩
編
を

十
分
に
は
理
解
で
き
て
い
な
い
」
こ
と
、
そ
の
自
分
が
修
道
士
の
先
輩
た
ち
の
前
で
講
義
す
る
こ
と

を

「重
荷
」
と
感
じ
て
い
る
こ
と
を
告
白
し
て
い
る

（く
＞
９９ヽ

ヽ
い‐ヽ
）。
そ
の
後
シ
ュ
パ
ラ
テ
イ
ン

に
宛
て
た

一
五

一
六
年
九
月
九
日
付
け
書
簡

（く
れ
〓
し
へ）
に
お
い
て
、
こ
の
第

一
回
詩
編
講
義
を

出
版
す
べ
き
命
令
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
原
稿
の
仕
上
げ
の
努
力
を
継
続
し
て
い
る
こ

と
、
い
ま
だ
印
刷
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

＊
４
　
　
（】
ｏ
ｏ
【
¨
　
∽
０

，
】”
■
●

（鼠
∞含
い
）、
ル
タ
ー
の
改
革
思

想
に
賛
同
し
た
神
学
者
で
あ

る
と
と
も
に
ザ
ク
セ
ン
侯

フ

リ
ー
ド
リ
ヒ
に
仕
え
た
役
人

で
も
あ
り
、
侯
と
大
学

の
仲
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と
こ
ろ
で
こ
の
ル
タ
ー
自
筆
の
ス
コ
リ
エ
冊
子
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
ル
タ
ー
自
身
か
ら

今
日
の
ド
レ
ス
デ
ン
図
書
館

へ
至
っ
た
か
が
歴
史
的
に
究
明
さ
れ
て
い
る

（く
＞
ジ

ロ
・ド
≦
〓
）。
そ

れ
に
よ
れ
ば
そ
の
ス
コ
リ
エ
冊
子
は
、
グ

ロ
ッ
セ
冊
子
の
場
合
と
相
違
し
て
終
生
ル
タ
ー
の
手
元
に

置
か
れ
て
い
た
。
そ
し
て
彼
の
死
後
の
あ
る
と
き

（
一
五
五
四
年
四
月
五
日
の
こ
と
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
）、

彼
の
子
ど
も
た
ち
（三
男
一
女
が
生
存
し
て
い
た
）
の
間
で
遺
産
相
続
が
行
わ
れ
た
と
き
、末
子
の
パ
ウ
ル
・

ル
タ
ー
に
そ
の
ス
コ
リ
エ
冊
子
は
渡
さ
れ
た
。
さ
ら
に
そ
の
冊
子
は
パ
ウ
ル
の
息
子
ヨ
ハ
ン
・
エ
ル

ン
ス
ト

・
ル
タ
ー

（
一
六
三
七
年
一
一
月
二
〇
日
死
去
）
に
渡
さ
れ
た
。
彼
は
す
で
に
生
存
中
そ
の
冊
子

を
手
放
し
、　
一
六
二
八
年
に
は
ド
レ
ス
デ
ン
図
書
館
の
日
録
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。　
一
八
八
五
／

八
六
年
に
グ
ス
タ
フ

・
カ
ヴ

ェ
ロ
ー
の
編
集
に
よ
っ
て
、
ヴ
オ
ル
フ
エ
ン
ビ
ユ
ツ
テ
ル
の
グ

ロ
ッ
セ

と
あ
わ
せ
て
フ
イ
マ
ー
ル
版
ル
タ
ー
全
集
の
第
二
巻
と
第
四
巻
と
し
て
印
刷
出
版
さ
れ
た
。
第
二
次

大
戦
後
そ
の
冊
子
は

一
時
行
方
不
明
に
な

っ
て
い
た
が
、
戦
後
二
〇
年
以
上
経
過
し
た

一
九
六
六
年

春
に
ド
レ
ス
デ
ン
図
書
館
員
が
、
そ
の
冊
子
が
他
の
貴
重
疎
開
資
料
と
と
も
に
地
下
倉
庫
深
く
眠
っ

て
い
る
の
を
再
発
見
し
た
。
そ
の
保
存
状
態
は
、
洪
水
の
被
害
を
受
け
た
た
め
に
表
紙
は
損
傷
し
て

い
る
が
、
本
文
自
体
は
よ
く
保
た
れ
て
い
る
。

介
役
を
務
め
た
。
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ロ
ー
マ
書
講
義

［図
版
８
、
図
版
９
］

第

一
回
詩
編
講
義
に
続
い
て
行
わ
れ
た
聖
書
講
義
は
、
パ
ウ
ロ
の
ロ
ー
マ
書
の
注
解
講
義
で
あ

っ

た
。
講
義
の
時
期
と
し
て
は

一
五

一
五
年
夏
学
期
か
ら

一
五

一
六
年
夏
学
期
ま
で
の
三
学
期
間
が
最

も
可
能
性
が
高
い

（＞
く
な
Ｌ
じ
。
開
始
時
期
に
つ
い
て
は
、　
一
五

一
五
年
夏
学
期
か
ら
ヴ
イ
ツ
テ
ン

ベ
ル
ク
大
学
神
学
部
学
生
と
し
て
登
録
さ
れ
た
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
出
身
の
ヨ
ハ
ン

。
オ
ル
デ

コ
プ
の

覚
え
書
き
に
よ
っ
て
、　
一
五

一
五
午
春
に
開
始
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
終
了
時
期
に
つ
い

て
は

一
五

一
六
年
九
月
九
日
付
け
シ
ュ
パ
ラ
テ
イ
ン
宛
の
ル
タ
ー
の
書
簡
か
ら
、　
一
五

一
六
年
夏
学

期
を
も

っ
て
終
了
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

同
講
義
の
資
料
と
し
て
は
、
グ
ロ
ッ
セ
と
ス
コ
リ
エ
か
ら
な
る
ル
タ
ー
自
筆
の
講
義
録

（こ
れ
は
長

ら
く
ベ
ル
リ
ン
の
王
立
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
第
二
次
大
戦
中
疎
開
し
、
今
日
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
カ
ウ
大

学
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
）
の
他
、
そ
の
講
義
を
聴
講
し
た
学
生
の
筆
記
録
が
五
部
残
さ
れ
て
い
る
。
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図版 8 マルテ イン・ ル ター『 ローマ

書:講義』グロッセ (1515‐ 16年、ルター直筆、

クラカウ大学図書館蔵、VA56巻末)

図版 9 マルテイン・ルター『ローマ書講義』

スコリエ (1515‐ 1`年、ルター直筆、クラカウ大学

図書館蔵、Wも 6巻末)
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図版 10 マルティン・ ルターのローマ書講

義グロッセ断片 (1515_16年 、学生筆記、ヴァティ

カン図書館蔵、Wめ7巻末)

卜 V。崎.

図版 11 マルテイン・ルターのローマ書講義スコリエ断

片 (1515_16年 、学生筆記、ヴアテイカン図書館蔵、Wも7巻末)

128

黎味,,摯

`蝉
睦墾瑾

“
,`C,L,鮨 "::湾

壼 1薇
=ヽ



学
生
筆
記
録

［図
版
ｌｏ
、
図
版
Ｈ
］

そ
の
五
部
は
そ
れ
ぞ
れ
の
所
蔵
図
書
館
の
所
在
地
名
に
ち
な
ん
だ
資
料
記
号
、
Ｄ

（∪
９
日
の
ア
ン

ハ
ル
ト
図
書
館
蔵
）
、　
Ｇ

（の
ｏ■

，
図
書
館
蔵
）、　
Ｐ

（巳
ａ
●Ｌ
ユ
ロ
と
し
て
資
料
分
類
さ
れ
て
ヴ
ア
テ
イ
カ
ン
図

書
館
蔵
）、
Ｚ

（Ｎ
ユ
ｏご
口
の
参
事
会
学
校
図
書
館
蔵
）、
Ｓ

（∽目
“
営

の
州
立
図
書
館
蔵
）
を
も

っ
て
呼
ば
れ

て
い
る

（葱
ご
Ｎ
凶
員
）。
ル
タ
ー
自
筆
の
講
義
録
と
学
生
の
筆
記
録
の
両
方
が
そ
ろ
つ
て
い
る
の
は
、

残
存
す
る
彼
の
講
義
録
の
中
で
ロ
ー
マ
書
講
義
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
両
者
の
比
較
が
可
能

と
な
り
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
研
究
書
も
出
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
も
ル

タ
ー
の
講
義
録
と
学
生
の
筆
記
録
と
の
間
の
本
質
的
、
決
定
的
相
違
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。
分
量

に
関
し
て
は
、
学
生
の
筆
記
録
は
、
ル
タ
ー
の
講
義
録
の
う
ち
、
グ

ロ
ッ
セ
の
ほ
ぼ
全
部
と
、
ス
コ

リ
エ
の
約
四
分
の
三
を
書
き
留
め
て
い
る
。
ま
た
学
生
の
筆
記
録
に
よ

っ
て
、
第

一
学
期
に
は
ロ
ー

マ
書
の
は
じ
め
か
ら
第
二
章
四
節
ま
で
、
第
二
学
期
に
は
第
二
章
五
節
か
ら
第
八
章
ま
で
、
第
二

学
期
に
は
第
九
章
か
ら
終
わ
り
ま
で
進
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
最
終
章
の
第

一
六
章
に
つ
い

て
は
、
残
さ
れ
た
資
料
に
よ
れ
ば
グ

ロ
ッ
セ
だ
け
著
述
さ
れ
、
ス
コ
リ
エ
は
著
述
さ
れ
な
か

っ
た
。

そ
れ
は
第

一
回
詩
編
講
義
で
グ

ロ
ッ
セ
が
第

一
五
〇
編
ま
で
著
述
さ
れ
た
の
に
、
ス
コ
リ
エ
は
第

＊

～
´
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∽
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一
二
五
編
ま
で
で
終
わ

っ
て
い
る
こ
と
と
呼
応
し
て
い
る
。

出
版
準
備

ル
タ
ー
の
ロ
ー
マ
書
講
義
の
講
義
録
は
印
刷
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ

っ
た
た
め
、
そ
の
影
響
力
は
彼

の
周
辺
に
留
ま

っ
た
。
ル
タ
ー
の

『
ロ
ー

マ
書
講
義
』
の
邦
訳
者
徳
善
義
和
は
そ
の
解
説
の
中
で
、

「『
ロ
ー
マ
書
講
義
』
に
は
、
ル
タ
ー
を
し
て
出
版
に
踏
み
切
れ
な
い
な
に
か
を
残
し
て
い
た
と
も
思

え
る
」
（ル
タ
ー
著
作
集
第
二
集
第
八
巻

「
ロ
ー
マ
書
講
義
・
上
』
（６
）
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
当
時
出
版
さ

れ
た
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
や

ェ
ラ
ス
ム
ス
の
ロ
ー
マ
書
注
解
書
は
広
く
読
ま
れ
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て

は
、　
一
五
二
九
年
出
版
の
カ
ル
ヴ
ア
ン
の
ロ
ー
マ
書
注
解
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
出
版
さ
れ
な

か
っ
た
ル
タ
ー
の
ロ
ー
マ
書
講
義
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。
他
方
出
版
さ
れ
た
ル
タ
ー
の
第
二
回

詩
編
講
義
は
カ
ル
ヴ
ア
ン
に
知
ら
れ
、
実
際
カ
ル
ヴ
ア
ン
の
詩
編
注
解
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
る

（拙
論

「詩
編
解
釈
を
め
ぐ
る
ル
タ
ー
と
カ
ル
ヴ
ア
ン
」、
「基
督
教
学
研
究
』
第
二
五
号
掲
載

論
文
二
〇
〇
五
年
一
二
月
発
行
、
参
照
）。

ル
タ
ー
の
ロ
ー

マ
書
講
義
の
内
容
に
つ
い
て
言
え
ば
、
詩
編
と
の
関
連
が
深
く
、
た
と
え
ば

ロ
ー
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マ
書
第
四
章
の
注
解
に
お
け
る

「罪
」
の
意
味
の
説
明
で
、
諸
詩
編
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
考
察
が
進

め
ら
れ
て
い
る

（照
＞
Ｒ

Ｎヽ
Ｎｋ
じ
。
ま
た
同
講
義
に
お
い
て
詩
編
の
引
用
や
参
照
が
き
わ
め
て
多
い
。

ロ
ー
マ
書
講
義
の
直
前
に
第

一
回
詩
編
講
義
が
行
わ
れ
、
ま
た

ロ
ー
マ
書
講
義
終
了
直
後
か
ら
第

一

回
詩
編
講
義
の
印
刷
出
版
を
め
ざ
し
た
注
解
の
仕
上
げ
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

一
五

一
六
年

九
月
九
日
付
け
の
ル
タ
ー
の
書
簡
か
ら
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の
時
期
ル
タ
ー
は
な
お
勤
勉
な
修
道

士
で
あ
り
、
日
夜
詩
編
の
メ
デ
ィ
タ
チ
オ
に
打
ち
込
ん
で
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
彼
に
お
い
て
ロ
ー

マ
書

の
理
解
と
詩
編
の
理
解
と
は
同
時
並
行
的
に
進
ん
で
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

ル
タ
ー
の
ロ
ー
マ
書
講
義
は
彼
の
宗
教
改
革
思
想
を
理
解
す
る
た
め
に
き
わ
め
て
重
要
な
資
料
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
印
刷
さ
れ
な
か
つ
た
こ
と
も
あ
つ
て
、
何
百
年
も
ほ
と
ん
ど
忘
れ
ら
れ
て
き

た
。
ル
タ
ー
の
自
筆
原
稿
が
そ
れ
を
受
け
継
い
だ
彼
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
侯
に

一
六
世
紀
末
に
渡
っ
た
後
に
、
そ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
顧
ら
れ
る
こ
と
な
く
行
方
不
明
同
然
と
な

っ
て

い
た
が
、
ル
タ
ー
死
後
三
〇
〇
年
記
念
の

一
八
四
六
年
に
、
ベ
ル
リ
ン
王
室
図
書
館
に
お
い
て
、
彼

の
ロ
ー
マ
書
講
義
録
が
展
示
さ
れ
た
。
そ
の
後
そ
の
展
示
ケ
ー
ス
に
入
れ
ら
れ
た
ま
ま
再
び
忘
却
さ

れ
て
い
た
が
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
ヨ
ハ
ネ
ス
・
フ
イ
ッ
カ
ー
が
ヴ
ア
テ
イ
カ
ン
図
書
館
で
ル
タ
ー
の
ロ
ー

マ
書
講
義
の
学
生
筆
記
録
を
見
出
し
た
こ
と
を
き

つ
か
け
と
し
て
、
再
び
ル
タ
ー
の
ロ
ー
マ
書
講
義

録

へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
ベ
ル
リ
ン
王
室
図
書
館
に
眠
っ
て
い
た
資
料
が
も
う

一
度
眠
り
か
ら
呼
び
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覚
ま
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
フ
イ
ッ
カ
ー
は
ル
タ
ー
の
そ
の
講
義
録
を

一
九
〇
八
年
に
二
巻
本
で
出
版

し
、
さ
ら
に

一
九
二
八
年
に
は
ワ
イ
マ
ー
ル
版
第
五
六
巻
と
し
て
出
版
し
、
翌
年

一
九
二
九
年
に
は

ワ
イ
マ
ー
ル
版
第
五
七
巻
と
し
て
ヴ
ア
テ
イ
カ
ン
図
書
館
で
発
見
さ
れ
た
学
生
筆
記
に
よ
る
ル
タ
ー

の
ロ
ー
マ
書
講
義
録
を
、
同
じ
く
発
見
さ
れ
た
ガ
ラ
テ
ヤ
書
講
義
録
、

ヘ
ブ
ラ
イ
書
講
義
録
と
あ
わ

せ
て
出
版
し
た
。
こ
れ
ら
の
出
版
に
よ
っ
て
ル
タ
ー
の
ロ
ー
マ
書
講
義

へ
の
研
究
者
の
関
心
は

一
挙
に

高
ま
っ
た
。
と
く
に
カ
ー
ル
・
ホ
ル
の

「
ル
タ
ー
の
ロ
ー
マ
書
講
義
に
お
け
る
義
認
論
、
と
く
に
救
い

の
確
信
の
問
い
を
顧
慮
し
て
」
（
一
九
一
〇
年
）
な
ど
の
論
文
に
よ
っ
て
ル
タ
ー

・
ル
ネ
サ
ン
ス
が
招
来

さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
資
料
の
出
版
が
い
か
に
大
き
な
影
響
を
も
ち
え
た
か
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ヴ
ア
テ
イ
カ
ン
断
片

［図
版
１２
］

ル
タ
ー
か
ら
シ
ュ
パ
ラ
テ
ィ
ン
ヘ
宛
て
ら
れ
た

一
五

一
六
年
九
月
九
日
付
け
書
簡
に
お
い
て
、

ロ
ー
マ
書
講
義
終
了
後
、
再
び
詩
編
注
解
に
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
す
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
「シ
ュ

パ
ラ
テ
ィ
ン
様
、
わ
た
し
の
第

一
回
詩
編
講
義
の
出
版
を
期
待
し
な
い
よ
う
に
、
あ
の
マ
ル
テ
ィ
ヌ

ス
・
メ
ル
カ
ト
ル
に
わ
た
し
に
代
わ

っ
て
返
答
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
わ
た
し
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と
し
て
は
そ
れ
が
い
つ
ど
こ
で
あ
れ
出
版
さ
れ
る
こ
と
を
け

つ
し
て
望
ま
な
い
の
で
す
が
、
し
か
し

い
ま
だ
果
た
し
て
い
な
い
命
令
に
よ
っ
て
わ
た
し
は
出
版
を
強
い
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
と
こ
ろ
で

今
や
パ
ウ
ロ
の
講
義
を
す
る
こ
と
が
終
了
し
た
の
で
、
わ
た
し
は
こ
の

一
つ
の
仕
事

［第

一
回
詩
編

講
義
の
出
版

へ
向
け
た
仕
上
げ
の
仕
事
］
に
不
断
に
う
ち
込
み
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
そ
の
仕
事
が
終

わ

っ
て
も
、
わ
た
し
の
立
ち
会
い
な
し
に
印
刷
さ
れ
う
る
ほ
ど
整

っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ

ら
に

［ヴ
イ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
大
学
の
］
人
文
学
部
の
教
員
た
ち
は
、
当
地
の
印
刷
業
者

［
ヨ
ハ
ネ
ス
・

グ
ル
ー
ネ
ン
ベ
ル
ク
］
に
印
刷
を
委
託
す
る
こ
と
を
よ
し
と
し
て
い
ま
す
が
、
し
か
し
四
旬
節
以
前

に
は
わ
た
し
の
仕
事
の
印
刷
は
た
し
か
に
始
め
ら
れ
え
な
い
の
で
す
。
こ
の
わ
た
し
の
仕
事
は

（も

し
そ
れ
が
ど
う
し
て
も
出
版
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ら
）
ま
ず
あ
ま
り
高
価
で
な
い
活
字
に
よ
つ
て
印
刷

さ
れ
る
の
が
よ
い
と
わ
た
し
に
は

思
わ
れ
ま
す
。
と
い
う
の
は
わ
た

し
の
仕
事
は
し
か
る
べ
き
活
字
と

し
か
る
べ
き
職
人
の
は
た
ら
き
に

値
す
る
と
は
思
わ
れ
な
い
か
ら
で

す
。
た
し
か
に
そ
れ
は
弄
ば
れ
、

そ
し
て
拭
き
消
さ
れ
る
に
し
か
値
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し
ま
せ
ん
」
（く
一由
ｒ
ｒ
ド

〓
じ
。
こ
こ
で
は
ザ
ク
セ
ン
侯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
か
ら
の
命
令
で
あ
る
第

一

回
詩
編
講
義
の
出
版
の
た
め
に
講
義
録
の
仕
上
げ
の
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
す
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
の
ル
タ
ー
の
課
題
は
、
彼
が
す
で
に
行

っ
た
第

一
回
詩
編
講
義
を
出
版
す
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
課
題
を
彼
は
ま
だ
果
た
し
て
い
ず
、
ま
た
そ
の
完
遂
に
は
ど
遠
い
こ
と
、
出
版
に
躊

躇
し
て
い
る
こ
と
を
率
直
に
述
べ
て
い
る
。
こ
の
書
簡
か
ら
読
み
取
ら
れ
う
る
よ
う
に
ル
タ
ー
自
身

は
そ
の
出
版
に
乗
り
気
で
な
く
、
第

一
回
詩
編
講
義
が
そ
れ
に
値
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る
。
そ
れ
は
第

一
回
詩
編
講
義
の
ス
コ
リ
エ
の
序
文
で
、
ル
タ
ー
自
身
い
ま
だ
詩
編
を
十
分
理
解
し

て
い
ず
、
自
分
が
講
義
す
る
に
値
し
な
い
者
で
あ
り
、
命
令
に
よ
っ
て
講
義
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
は

重
荷
で
あ
る
と
告
自
し
て
い
る
こ
と
と
つ
な
が

っ
て
い
る
。　
一
五

一
六
年

一
〇
月
二
六
日
付
け
の
ル

タ
ー
か
ら
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ラ
ン
グ
に
宛
て
た
書
簡
で
は
、
ル
タ
ー
は
自
分
の
当
時
の
は
た
ら
き
を
説
明

し
て
、
み
ず
か
ら
を

「パ
ウ
ロ
の
講
義
者
、
詩
編
の
注
解
者
」
と
言
い
表
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
彼

は

一
五

一
六
年
夏
学
期
ま
で
パ
ウ
ロ
の
ロ
ー
マ
書
の
講
義
を
し
、　
一
五

一
六
／

一
七
年
冬
学
期
に
は

パ
ウ
ロ
の
ガ
ラ
テ
ヤ
書
を
講
義
し
た
。
ラ
ン
グ
宛
て
の
書
簡
は
ガ
ラ
テ
ヤ
書
講
義
に
取
り
か
か
る
前

日
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
ル
タ
ー
が
パ
ウ
ロ
の
注
解
講
義
と
同
時
並
行
し
て
詩
編
注
解
に
取

り
組
ん
で
い
た
こ
と
を
言
い
表
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
第

一
回
詩
編
講
義
と
第
二
回
詩
編
講
義
の
間
に
行
わ
れ
た
パ
ウ
ロ
書
簡
講
義
と
同
時
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並
行
し
て
進
め
ら
れ
た
詩
編
注
解
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
詩
編
注
解
断
片
と
し
て
残
存
し
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
断
片
と
し
て
、
第

一
に

「ド
レ
ス
デ
ン
の
ス
コ
リ
エ
冊
子
」
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
詩
編
第

一
編
と
第
四
編
の
注
解
部
分
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
部
分
は
紙
の
透
か
し
紋
様
と
イ
ン
ク
の
色
か
ら

明
ら
か
に
第

一
回
詩
編
講
義
よ
り
も
後
の
時
期
に
書
か
れ
て
差
し
換
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

確
か
め
ら
れ
る
。
第
二
に
詩
編
第
二
二
編
か
ら
第
二
四
編
ま
で
を
注
解
し
た

一
群
の
書
が
あ
る
。
こ

れ
は
内
容
的
に
前
述
の
第

一
編
お
よ
び
第
四
編
の
注
解
に
続
く
書
と
見
な
さ
れ
る
。
第
二
に

「ヴ

ア

テ
イ
カ
ン
断
片
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
断
片
は
詩
編
第
四
編
と
第
五
編
の
グ

ロ
ッ
セ
と
ス
コ
リ
エ

か
ら
な
る
。
第
五
編
の
後
に
第
六
編
の
見
出
し
だ
け
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
元
来
は
継
続
の
意
志

が
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
当
資
料
は
ル
タ
ー
の
自
筆
で
は
な
く
、
彼
の
晩
年
の
秘
書
ヨ
ハ

ネ
ス
・
ア
ウ
リ
フ
ァ
ー
バ
ー
の
筆
写
に
よ
る
。
ア
ウ
リ
フ
ァ
ー
バ
ー
は
そ
の
写
本
を
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル

ク
の
資
産
家
で
あ
り
図
書
収
集
家
で
あ

っ
た
ウ
ル
リ
ヒ

・
フ
ッ
ガ
ー
の
蔵
書

へ
送
り
込
ん
だ
。
そ
の

後
フ
ッ
ガ
ー
は
プ
フ
ア
ル
ツ
侯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
三
世
の
招
き
に
よ
り
蔵
書
を
伴
な

っ
て
ハ
イ
デ
ル
ベ

ル
ク

ヘ
引

っ
越
し
た
。
フ
ッ
ガ
ー
は

一
五
八
四
年
六
月

一
四
日
に
死
去
す
る
に
際
し
て
蔵
書
を
プ

フ
ア
ル
ツ
侯
に
遺
贈
し
た
。
こ
う
し
て
ル
タ
ー
の
詩
編
注
解
断
片
は
プ
フ
ア
ル
ツ
侯
図
書
館
所
蔵
と

な

っ
た
。
そ
の
後
三
〇
年
戦
争
中
の

一
六
二
三
年
に
そ
の
図
書
は
戦
利
品
と
し
て
バ
イ
エ
ル
ン
侯

マ

ク
シ
ミ
リ
ア
ン
か
ら
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
五
世

へ
寄
贈
さ
れ
た
。
当
時
の
ヴ
ア
テ
イ
カ
ン
図
書
館
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司
書
レ
オ

。
ア
ラ
テ
イ
ウ
ス
が
ア
ウ
リ
フ
ァ
ー
バ
ー
の
写
本
を
整
理
保
管
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
後
ヴ

ア
テ
イ
カ
ン
図
書
館
で
二
〇
〇
午
間
以
上
眠
っ
て
い
た
当
資
料
が
再
び
眠
り
か
ら
呼
び
覚
ま

さ
れ
た
の
は
、　
一
八
九
九
年
春
に
ヨ
ハ
ネ
ス
・
フ
ィ
ッ
カ
ー
が
ル
タ
ー
の
初
期
講
義
録
を
ヴ

ア
テ
イ

カ
ン
図
書
館
内
で
探
索
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
学
生
筆
記
に
よ
る
ル
タ
ー
の

一
連
の
講
義

録
を
見
出
し
公
表
し
た
が
、
彼
は
そ
の
う
ち
特
に
ロ
ー
マ
書
講
義
に
関
心
を
寄
せ
た
た
め
、
他
の
資

料
は
顧
ら
れ
な
か
っ
た
。　
一
九
二
八
年

一
〇
月
に
エ
ー
リ
ヒ

・
フ
ォ
ー
グ
ル
ザ
ン
ク
が
ル
タ
ー
の
第

一
回
詩
編
講
義
関
連
資
料
を
ヴ
ア
テ
イ
カ
ン
図
書
館
内
で
探
索
し
て
い
た
折
、
ル
タ
ー
の

一
連
の
講

義
録
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
詩
編
注
解
を
再
発
見
し
、　
一
九
四
〇
年
に

『
一
五

一
八
年
の
ル
タ
ー

の
第
二
回
詩
編
講
義
か
ら
の
未
知
の
断
片
』
と
い
う
表
題
の
も
と
に
編
集
し
出
版
し
た
。
フ
オ
ー
ゲ

ル
ザ
ン
ク
は
本
書
解
説
に
お
い
て
こ
の

「未
知
の
断
片
」
を

「ヴ
ア
テ
イ
カ
ン
断
片
」
（ぶ
・貯
諄
ｏ序

『憬
日
８
８
）
と
命
名
し
た
。
本
書
表
題
が
示
す
と
お
リ
フ
オ
ー
グ
ル
ザ
ン
ク
は
、
こ
の
断
片
を
第
二

回
詩
編
講
義
の

一
部
と
見
な
し
、　
一
五

一
九
年
か
ら

一
五
二

一
年
に
か
け
て
分
冊
の
形
で
順
次
出

版
さ
れ
た

『第
二
回
詩
編
講
義
』
に
先
立
つ
、
実
際
の
講
義
録
と
見
な
し
た
。
た
し
か
に
こ
の
断
片

が
第

一
回
詩
編
講
義
と
第
二
回
詩
編
講
義
の
間
の
過
渡
的
内
容
を
も
つ
こ
と
は
そ
の
後
の
ル
タ
ー
研

究
で
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
ル
タ
ー
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
理
解
の
進
展
と
い
う
観
点
か
ら
、
第

一
回
詩
編
講
義
か
ら
第
二
回
詩
編
講
義

へ
の
詩
編
解
釈
の
変
化
を
論
じ
た
研
究
と
し
て
、
ジ
ー
ク



フ
リ
ー
ト

・
レ
ー
ダ
ー
の
三
冊
に
わ
た
る
研
究
書
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
次
に
見
る
よ
う
に
第
二

回
詩
編
講
義
の
時
期
と
そ
の
独
自
の
意
義
に
つ
い
て
は
そ
の
後
ホ
ル
ス
ト

・
バ
イ
ン
ト
カ
ー
な
ど
に

よ
っ
て
異
論
が
唱
え
ら
れ
、
ヴ
ア
テ
イ
カ
ン
断
片
は
内
容
的
に
は
む
し
ろ
第

一
回
詩
編
講
義
に
属
す

る
も
の
で
あ
り
、
ル
タ
ー
が
ロ
ー
マ
書
講
義
後
の

一
五

一
六
年
秋
か
ら

一
五

一
七
年
に
か
け
て
第

一

回
詩
編
講
義
を
出
版
す
る
た
め
に
仕
上
げ
の
努
力
を
し
て
い
た
中
で
生
み
出
さ
れ
た
詩
編
注
解
の
諸

断
片
の

一
つ
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

（＞
黎
西
ｋ
ｔ
ふ
∞じ
。

第
二
回
詩
編
講
義
録
を
印
刷
し
て
書
物
と
し
て
出
版
す
る
際
、
ル
タ
ー
は
そ
れ
に
癸○

●
ｏコ
一ｏ
●
９

〓
ヽ
∽Ｌ
日
０∽ｖ
と
ぃ
ぅ
表
題
を
つ
け
た
。
そ
れ
は

「諸
詩
編

へ
立
ち
入
る
研
究
」
を
意
味
す
る
。
聖
書

注
解
の
書
名
と
し
て
伝
統
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た

ご
日
ｏも
【ｏＳ
口．ｏ
Ｒ
∽二
解
釈
」
や

Ｒ８
８
日
８
目
Ｌ

「注

釈
」
や

♂
８
日
Ｌ
ｏ
Ｒ
∽ｖ
「注
解
」
と
い
う
表
題
を
彼
が
あ
え
て
と
ら
な
か
っ
た
理
由
は
、
自
分
の
書

が
伝
統
的
な
注
解
書
に
比
肩
し
う
る
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
謙
虚
さ
の
表
明
で
あ
る
と
と
も

に
、
彼
独
自
の
新
た
な
方
法
に
よ
る
注
解
書
で
あ
る
と
い
う
自
負
も
あ

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
第
二

＊
６
　
∽訂
ゅ
江

″
＆
３

＾^∪
タ

エ

レ

』

８

一
ｏ

Ｆ

〓

と

，

Ｒ
Ｉ

５

目

旨

鮮

絆

げ
【一
Ｎ
●
口
”
国
●
」
ｏ
ヽ
０
”
ｏ
ヽ
∽
一ｏ
●

「
∽Ｌ
口
】ｏ日
く
Ｏ
Ｌ
Ｏ●●
●
”
．ご
っ
ぃ
デ

ご
〕
０̈

〕
ｏ●
●
Ｓ
●
●
”
」
０
∽
日
ヽ
い０
澪
Ｌ
∽０デ
０●

【
一ｏＸ
一Ｏｏ
∝
ｏ
【
ｒ
‘
Ｌ
】ｎ【
●̈
ヽ
ｏ
「
Ｎ
・０
〓

り
労
鮎
”ｏ口
ヽ
ｑ
ｑ
降
ｏ口
Ｅ
】」
だ
ｇｏ〓
０●

″
Ｌ
３
８
く
ｏ
Ｌ
９
日
“

（】ピ
υ占
望
∞）
．Ч

】っ
ぃ
●
■
の^
日
日
日
”Ｌ
８

，
８
』０
咽
８
・

∽日
鮮
８

日
ピ
■
８

０
璃

臓
●
●
８

，

″
』
３
８
。ご
つ
いミ
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回
詩
編
講
義
に
お
い
て
示
さ
れ
た
彼

独
自
の
注
解
方
法
は
、
当
講
義
の

冒
頭
で
次
の
よ
う
に
言
い
表
さ
れ
て

い
る
。
「さ
て
は
じ
め
に
わ
れ
わ
れ

は
文
法
的
事
柄
を
見
よ
う
。
し
か
し

本
当
は
そ
の
神
学
的
事
柄
を
見
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
（＞
く
に
ヽ
Ｐ
へ）
と
。

ま
ず
聖
書
の
言
葉
の
言
語
学
的
文
法

的
理
解
を
踏
ま
え
た
上
で
、
し
か
し

本
当
に
目
指
す
の
は
神
学
的
理
解
で

あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
そ
し

て
実
際
こ
の
原
則
に
し
た
が

つ
て
彼

は
詩
編
本
文
を

ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
意
味

か
ら
説
き
起
し
、
修
辞
学
的
語
り
方

を
考
慮
に
入
れ

つ
つ
、
最
終
的
に
そ

の
神
学
的
意
味

へ
進
ん
で
行
く
。
ま

■■
'ふ

,ゝ■

鞭議薔:鷲露̀轟鷺鯉露豊纂織 、 意 tl.■ばヽ.1.―

図版 13 マルテイン・ルター『第二回詩編講義』(1519年 、グルーネン
ベルク発行、AWAl,119,145)
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た
第
二
回
詩
編
講
義
で
は
、
そ
の
直
前
の
ヘ
ブ
ラ
イ
書
講
義
ま
で
は
採

っ
て
い
た
中
世
の
伝
統
的
な

聖
書
解
釈
方
法
で
あ
る
グ

ロ
ッ
セ
と
ス
コ
リ
エ
に
分
け
る
注
解
方
法
を
も
は
や
採
ら
ず
、
は
じ
め
か

ら
グ

ロ
ツ
セ
と
ス
コ
リ
エ
を
統
合
し
た
仕
方
で
注
解
を
進
め
て
い
る
。

「文
字
」
か
ら

「霊
」

へ

第
二
回
詩
編
講
義
に
お
け
る
文
法
的
事
柄
か
ら
神
学
的
事
柄

へ
と
い
う
方
向
づ
け
は
、
第

一
回
詩

編
講
義
の
グ

ロ
ッ
セ
の
手
書
き
序
文
に
記
さ
れ
た

「た
だ
肉
に
よ
っ
て
詩
編
を
歌
う
」
か
ら

「霊
に

よ
っ
て
詩
編
を
歌
う
」

へ
の
方
向
づ
け
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
回
詩
編
講
義
に
お
け
る
文

法
的
事
柄
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
お
よ
び
修
辞
学
の
理
解
に
関
わ
る
事
柄
で
あ
り
、
必
ず
そ
れ
を
経
た
上
で

神
学
的
事
柄

へ
進
み
う
る
と
さ
れ
る
。
神
学
的
事
柄
を
理
解
し
う
る
の
は
た
し
か
に
霊
に
よ
る
が
、

し
か
し
霊
は
文
字
資
料
と
無
媒
介
に
は
た
ら
く
の
で
な
く
、
聖
書
と
し
て
現
前
す
る
文
字
資
料
の
解

釈
を
と
お
し
て
の
み
生
じ
る
と
さ
れ
る
。

出
版
さ
れ
た

『第
二
回
詩
編
講
義
』

〇^
●
ｏＳ
口．８
ｏ

，
ｏ
∽Ｌ
日
ｏ
∽》
は
、
グ

ロ
ッ
セ
と
ス
コ
リ
エ
が
統

合
さ
れ
た
仕
方
で
の
詩
編
第

一
編
か
ら
第
二

一
編
ま
で
の
注
解
書
と
献
呈
辞
と
序
文
と
か
ら
な
る
。
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そ
れ
は
実
際
の
講
義
に
先
立

っ
て
印
刷
さ
れ
た
が
、
は
じ
め
か
ら
全
部
が

一
挙
に
印
刷
さ
れ
た
の
で

な
く
、
一
五

一
九
年
春
か
ら

一
五
二

一
年
夏
に
か
け
て
六
分
冊
で
順
次
印
刷
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第

一
分
冊
は
ル
タ
ー
か
ら
ザ
ク
セ
ン
侯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ヘ
宛
て
ら
れ
た
献
呈
の
辞
と
ル
タ
ー
と
メ
ラ

ン
ヒ
ト
ン
の
序
文
、
第
二
分
冊
は
詩
編
第

一
編
か
ら
第
五
編
ま
で
の
注
解
、
第
三
分
冊
は
第
六
編
か

ら
第

一
〇
編
ま
で
の
注
解
、
第
四
分
冊
は
第

一
一
編
か
ら
第

一
七
編
ま
で
の
注
解
、
第
五
分
冊
は
第

一
八
編
か
ら
第
二
〇
編
ま
で
の
注
解
、
第
六
分
冊
は
第
二

一
編
の
注
解
を
内
容
と
し
て
い
る
。
ル
タ
ー

が
ヴ
オ
ル
ム
ス
国
会
に
召
喚
さ
れ
た
た
め
に
講
義
が
中
断
さ
れ
、
ま
た
そ
の
国
会
か
ら
の
帰
途
彼
が

ヴ

ア
ル
ト
ブ
ル
ク
城
に
匿
わ
れ
た
こ
と
に
よ

つ
て
講
義
が
途
絶
え
た
た
め
、
第
二
回
詩
編
講
義
は
第

二

一
編
の
注
解
ま
で
で
終
わ

っ
た
。
以
上
の
分
冊
が

一
冊
子
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
が
今
日

一
六
冊

子
現
存
し
、
ド
イ
ツ
を
中
心
と
す
る
各
地
の
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
世
紀
初
頭
に
は

一
八
冊
子
あ

っ
た
が
、
大
戦
を
経
た
今
日
、
ベ
ル
リ
ン
市
立
図
書
館
お
よ
び
ヴ

ェ
ル
ト
ハ
イ
ム
教
会

図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
た
冊
子
が
行
方
不
明
に
な

っ
て
い
る
。　
一
六
冊
子
す
べ
て
が
全
六
分
冊
を

そ
ろ
え
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
全
部
を
そ
ろ
え
て
い
る
の
は
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
の
カ
タ
リ
ナ
教
会

図
書
館
保
管
冊
子
と
ゴ
ー
タ
研
究
所
図
書
館
保
管
冊
子
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
冊
子
は

一
五

一
九

年
か
ら

一
五
二

一
年
に
か
け
て
ヴ
イ
ツ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
ヨ
ハ
ネ
ス

・
グ
ル
ー
ネ
ン
ベ
ル
ク
印
刷
所
か

ら
出
版
さ
れ
た
初
版
に
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後

一
五
二

一
年
に
バ
ー
ゼ
ル
の
ア
ダ
ム

・
ペ

＊
７
　
保
管
場
所
は
、
ア
ム

ス
テ
ル
ダ

ム
大
学
図
書
館
、

ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
、
ボ

ロ
ニ
ア
大
学
図
書
館
、
ブ
ラ

ン
デ

ン
ブ

ル
ク
の
カ
タ
リ
ナ

教
会
図
書
館
、

ハ
ー
ヴ

ア
ー

ド
大
学
ヒ

ユ
ー
ト
ン
図
書
館
、

ク

ロ
ス
タ

ル
大
学
図
書
館
、

ド
レ
ス
デ

ン
の
ザ
ク
セ
ン
州

立
図
書
館

（二
冊
子
）、

エ
ア
ラ
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ト
リ
社
か
ら
も
出
版
さ
れ
、
や
は
リ
ド
イ
ツ
を
中
心
と
す
る
各
地
の
図
書
館
に
数
冊
保
管
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
そ
の
後
も
バ
ー
ゼ
ル
を
中
心
に
版
が
重
ね
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
第
二
回
詩
編
講
義
に

関
し
て
は
、
印
刷
さ
れ
た
講
義
録
だ
け
が
残
存
し
、
ル
タ
ー
に
よ
る
手
書
き
原
稿
や
学
生
に
よ
る
筆

記
録
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
第
二
回
詩
編
講
義
は
は
じ
め
か
ら
印
刷
さ
れ
た
講
義
録
を

も

っ
て
講
義
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
た
だ
し
ル
タ
ー
が
実
際
の
講
義
に
お
い
て
印
刷
さ
れ
た
講
義

録
を
た
だ
棒
読
み
し
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
ま
し
て
や
彼
が
印
刷
に
つ
い
て
誤
植
は
じ
め
、
彼
本
来

の
意
図
と
違
う
点
が
多
く
あ
る
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も

（く
れ
ユ
Ｌ
∞いし
）、
彼
が
講

義
中
に
印
刷
原
稿
を
訂
正
し
つ
つ
、
あ
る
と
き
は
省
略
し
ま
た
あ
る
と
き
は
付
加
し
つ
つ
講
義
を
進

め
て
い
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
彼
が
実
際
に
行

っ
た
第
二
回
詩
編
講
義
に
つ
い
て
は
、
そ
の

講
義
の
も
と
に
な

っ
た
印
刷
さ
れ
た
講
義
録
を
手
が
か
り
に
、
今
日
も
な
お
再
構
成
の
研
究
が
続
け

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
研
究
の
画
期
的
成
果
の
ひ
と
つ
が
、
一
九
八

一
年
に
テ

ュ
ー
ビ
ン
グ
ン
大
学

「後

期
中
世
と
宗
教
改
革
研
究
所
」
の
グ
ル
ハ
ル
ト

・
ハ
マ
ー
博
士
に
よ
っ
て
編
集
出
版
さ
れ
た
、
第
二

回
詩
編
講
義
の
最
初
か
ら
詩
編
第

一
〇
編
ま
で
の
校
訂
版

（＞
く
に
）
と
そ
の
歴
史
的
神
学
的
背
景
に

つ
い
て
の
研
究
書

（＞
黎
≧
）
で
あ
る
。
そ
の
後
、
詩
編
第

一
一
編
か
ら
第
二

一
編
ま
で
の
校
訂
作
業

が
進
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
の
近
年
中
の
出
版
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

第
二
回
詩
編
講
義
の
序
文
に
あ
た
る
ザ
ク
セ
ン
侯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ヘ
の
献
呈
辞
に
は
、
第

一
回
詩

ン
グ
ン
大
学
図
書
館
、
ゴ
ー

タ
図
書
館
、
リ

ュ
ー
ネ
ブ
ル

ク
図
書
館
、　
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル

ク
図
書
館
、
ヴ

ェ
ル
ト

ハ
イ

ム
の
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会

図
書
館
、
ヴ
イ
ツ
テ
ン
ベ
ル

ク
の
神
学
校
図
書
館

（二
冊

子
）、
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
の

ル
タ
ー
ハ
ウ
ス
、
ヴ
オ
ル
フ
ェ

ン
ビ

ユ
ツ
テ
ル
図
書
館
、
ツ

ヴ
イ
ッ
カ
ウ
参
事
会
学
校
図

書
館
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編
講
義
以
来
そ
の
講
義
録
を
出
版
す
る
よ
う
に
と
の
侯
か
ら
ル
タ
ー

ヘ
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
課
題
を
つ

い
に
果
た
し
え
た
と
い
う
喜
び
と
自
信
が
読
み
取
ら
れ
う
る
。
こ
の
よ
う
に
印
刷
さ
れ
た
講
義
録
を

も
っ
て
講
じ
ら
れ
た
第
二
回
詩
編
講
義
は
、
文
法
的
理
解
に
お
い
て
も
神
学
的
理
解
に
お
い
て
も
完

成
度
の
高
い
も
の
で
あ

っ
た
。

出
版

ル
タ
ー
の
聖
書
講
義
の
開
始
か
ら
中
断
ま
で
の

一
連
の
講
義
録
を
検
討
し
た
結
果
、
そ
れ
が
出
版

さ
れ
た
か
ど
う
か
に
重
要
な
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ル
タ
ー
の
時
代
に
は
、
彼

よ
り
約
半
世
紀
先
立
つ
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
に
よ
る
活
版
印
刷
術
の
発
明
も
あ

つ
て
、
人
文
主
義
の
学

問
の
諸
業
績
が
次
々
と
印
刷
公
刊
さ
れ
、
彼
も
そ
の
恩
恵
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
九
五
箇
条
提

題
と
そ
の
印
刷
が
行
な
わ
れ
た

一
五

一
七
年
以
降
、
彼
の
著
作
が
徐
々
に
出
版
さ
れ
て
い
っ
た
。
ザ

ク
セ
ン
侯
の
命
令
は
じ
め
周
囲
か
ら
の
出
版
の
要
請
は
当
初
よ
り
あ

つ
た
が
、
ル
タ
ー
自
身
は
、
著

作
の
内
容
に
も
よ
る
が
、
聖
書
講
義
録
の
出
版
に
は
慎
重
で
あ

っ
た
。
彼
が
出
版
に
慎
重
で
あ

っ

た
の
は
、
単
に
当
時
の
印
刷
の
技
術
的
困
難
さ
や
高
価
さ
の
ゆ
え
で
は
な
く
、
出
版
に
よ
る
著
作
の
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影
響
の
永
続
性
と
広
範
性
の
ゆ
え
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
が
聖
書
講
義
の
初
期
に
お
い
て
、
な

お
聖
書
の
理
解
に
不
確
か
さ
を
抱
い
て
い
た
間
は
出
版
に
対
し
て
消
極
的
で
あ
ら
ぎ
る
を
え
な
か

っ

た
。
彼
自
身
が
聖
書
の
新
た
な
理
解
に
確
信
を
も
つ
よ
う
に
な

っ
た

一
五

一
九
年
か
ら
聖
書
講
義
録

の
出
版
に
積
極
的
に
な

っ
て
い
っ
た
。
そ
の
転
機
が

一
五

一
九
年
二
月
の
第
二
回
詩
編
講
義
録
の
出

版
で
あ

っ
た
。
第

一
回
詩
編
講
義
と
第
二
回
詩
編
講
義
は
、単
に
時
期
的
に
前
後
す
る
二
つ
の
異
な

つ

た
講
義
と
い
う
の
で
は
な
く
、
第

一
回
詩
編
講
義
以
来
ず

っ
と
懸
案
で
あ

っ
た
講
義
録
の
出
版
と
い

う
課
題
が
果
た
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
第
二
回
詩
編
講
義
が
は
じ
め
ら
れ
た
と
い
う
、
出
版
を
め
ぐ
る
両

講
義
間
の
相
違
と
連
続
性
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

＊
８
　
ガ
ラ
テ
ヤ
書
講
義
録

に
つ
い
て
も
詩
編
講
義
録
と

同
様
の
進
展
が
見
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち

一
五

一
六
／

一
七
年

冬
学
期
に
講
義
さ
れ
た
ガ
ラ

テ
ヤ
書
講
義
録
が
そ
の
後
書

き
改
め
ら
れ
て
、　
一
五

一
九

年
に

『ガ
ラ
テ
ヤ
人
た
ち

へ
の

パ
ウ
ロ
の
書
簡

へ
の
注
解
』
（゙

Ｓ
●
ヽヽ
゛
ヽ
ヽ
いミ
ミ
ヽ
い
ヾ
ヽヽ

Ｓ
ヽ
ヽ
ミ
ヽ
こ
ヽ
）

と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
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